
第2版

警
察
官
の
た
め
の 

わ
か
り
や
す
い

佐
々
木 

知
子 

著

立
花
書
房

刑  

法 佐々木 知子 著

立花書房

警  察  官  の  た  め  の

わ か り や す い

刑  法

2色 DIC147（紫）　K100　パターン.01_A

第2版



第２版

刑法（第２版・初版）.indd   1 2024/02/01   4:07



 　iii

第２版はしがき

　早いもので、初版を出してから８年が経ちます。全く一から構成をして、書
き進めて、本にするまでは一苦労でしたが、いったん出してみると、自らの授
業はこれに沿って進めればよいので、大変楽になりました。
　出版社がスタジオジブリの元スタッフに依頼してくれた漫画の存在も大きく
手伝い（笑）、とても分かりやすいと学生たちも言ってくれます。私自身はこ
の教科書の説明を主体にして、検事時代の経験談や、今起こっている事件など
を取り上げるのですが、刑法に興味を持ってくれる学生も多くいて、有り難い
ことだと思っています。うち何人が警察官になってくれたでしょうか？

　物事はなんであれ、「好きこそものの上手なれ」です。まずは興味を持つこ
とから始まります。そして「基本に忠実に」は、ひとりお稽古事に限らず、何
にでも言えることです。良い師は自分で選べないかも分かりませんが、良い基
本書を選ぶことは、無駄のない勉強法の一番の近道だと思っています。

　幸い警察官の方々などにも大変好評ということで、版を重ねてきました。昨
今は刑法や民法といった基本法も改正が多く、その度毎に私も小さく手直しを
してきましたが、2022（令和４）年から 2023（令和５）年にかけて大きな改
正がなされたため、この度、第２版として出させてもらうことになりました。
改正の二本柱は、懲役・禁錮の自由刑を「拘禁刑」に単一化すること（実施は
令和７（2025）年６月の予定）及び、性犯罪を「強制わいせつ・性交等罪」か
ら抜本的に変えて「不同意わいせつ・性交等罪」にしたことです。

　この教科書が今後も皆さまのお役に立ち、ひとりでも多くの方が刑法を好き
になって下されば、著者としてもとても嬉しい限りです。
　　2023 年　秋

佐々木　知子　
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は し が き

　弁護士業の傍ら、週１日帝京大学法学部で教えるようになって 10 年になり
ます。常に心がけているのは、実務に即したとにかく分かりやすい授業を、とい
うことです。これだけ毎日のように刑事事件が起き、誰にでも身近なことなの
ですから、興味を持ちさえすれば、そしてちゃんと勉強さえすれば、刑法を理
解するということはさほど難しくはないはずです。しかし、なぜそうではない
のでしょうか。来し方を振り返ってみると、刑法では学説を教えられすぎてい
て、まるで迷路に迷い込んだようになってしまっていたことに思い当たります。

　検事 15 年の経験から言うと、実務で重要なのはただ１つ、判例です。つまり、
先例としての拘束力を持つ判決が大事だということです。それ以外については、
迅速かつ的確に、いかに正しい証拠を把握して真犯人を捕まえるか、そしてい
かに正しい事実に辿りつくかであり、こちらはいわば常識でありセンスです。

　本書は、とくに実務に携わる警察官を念頭に置いて、できるだけ分かりやす
い刑法にしました。もちろん、財産犯の捜査には民法も必要なので、少しは触
れています。学説上は争いがあるところも思い切って省いているので、興味が
あればさらに詳しい本で勉強をしてください。まずは細かい所、分からない所
は飛ばしての一読をお勧めします。そうやって全体像を頭に入れたうえで、最
初からじっくり読み直すと、頭に入ってきやすいです。その際には六法（是非
最新版を！）を手元において、面倒でも各条文を見るよう心がけてください。

　私自身の勉強法は今でも、常に基本書中心です。大事だと思うところに線を
引き、疑問に思うことを鉛筆で書き込んでいきます。次に読んだときにその疑
問が解消していれば書込みを消し、新たな疑問を書き込むのです。だんだんと
山の頂上が見えてくればしめたものです。この本が皆さまのお役に立ち、少し
でも刑法を理解していただければ、著者としてこれ以上の喜びはありません。

　　2015 年　夏
佐々木　知子　
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第１章　序　　　論

１　法律の体系について

⑴　基　本　法

　六法というと法律全般をさすこともありますが、文字通り、６つの基本法
のことを言います。すなわち憲法、民法、商法（会社法）、民事訴訟法、刑法、
刑事訴訟法です（図１）。

　憲法は国の基本法であり、憲法というかぎり、どの国でも最低限、国民の基
本的権利・義務と統治機構について定めています。人柄とか家柄とかいうよう
に、国柄について定めたものと言えば理解しやすいでしょう。
　憲法はすべての法律の、さらに上位の法律なので、立法府は、憲法の精神と
異なる、いかなる法律も条文も制定することができません。また、行政におい
ては、憲法の精神と異なる適用の仕方は許されないのです。
　そういうことが具体的な争訟となって司法で争われれば、裁判所がこれにつ
いて判断します。最高裁判所は違憲立法審査権を持つ終局の裁判所です（憲法

81 条）。

〈刑事法〉

実体法

〈民事法〉憲法

刑法

商法（会社法）

図１

刑事訴訟法

一般法

特別法

民事訴訟法

民法

手続法
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⑵　民事法と刑事法

　憲法の下に位置する法律には大きく分けて、私法と公法がありますが、六法
の分類としては以下が確実です。

・　民事法――民法、商法（会社法）、民事訴訟法

・　刑事法――刑法、刑事訴訟法

　コンパクトな六法の腹の所に黒い目印がついているのは、基本法を収めた場
所を示しています。大体、上記の順、つまり、
　〔憲法→民法→商法・会社法→民事訴訟法→刑法→刑事訴訟法〕
となっています。
　民事法の基本は民法で、刑事法の基本は刑法なので、ここで両者の違いにざっ
と触れておきます。
　民法は、個人と個人の関係を規制しています。近代法は各人の所有権を絶対
的な存在とし（＝所有権絶対の原則）、所有物の売買、利用、放棄を認めています。
自由な個人が尊重され、自分の意思で契約を締結するのもしないのも、どうい
う内容にするのかも、基本的に当事者の自由意思に任せられます（＝契約自由

の原則）。つまり私法の領域においては、当該契約が暴利行為だったり善良な
風俗に反していたりすれば例外的に無効になるだけであり（民法 90 条）、よほ
どのことがないかぎり国は当事者の自由に干渉しないのです。
　つまり民法は、肝心の契約内容が明確に定められていなかったり、いざ問題
が起きて互いの解釈に相違があったりするときなどに、裁判官が事後的に判断
する規範として働くという役割なのです 1）。
　対して刑法は、国家が個人の自由を強行的に規制する法律です。国家が国民
に対し、こういう行為をしたら犯罪になりますよ、そうしたらこういう刑罰が
科されますよと法律で予め知らせるのです（＝罪刑法定主義）。つまり、私法の
ように事後的な裁判官の判断規範ではなく、国民に対する事前の行為規範とし
て働くのです。

1）	 　ただし、原則的に自由とはいえ、昨今は私法にもかなりの数の強行法規が存在します。社会の
変遷により、当事者の自由に任せていたのでは実質的な平等が保てない場合、国が制度として弱
いほうに肩入れをするわけです。各種労働法や借地借家法、消費者保護法といったものがこれに
あたります。
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⑶　実体法と手続法

　刑事法も民事法もそれぞれ、実体法と手続法で成り立っています。
　刑事法の分野における実体法といえば何よりも刑法であり、手続法といえば
刑事訴訟法です。
　実体法は、例えば A が B の胸をナイフで刺して B が病院に運ばれて死亡し
たという事実があった場合、それが何罪に該当して刑罰はどうなるのかという
事柄の実体を規定するものです。
　ただしこの客観的な事実は、司法において公に明らかにされて初めて認定で
きるので、誰がどう捜査することができ、起訴し、どのような証拠によって有
罪を認定するのかという手続きを明確に定めた法律が別に必要です。これが刑
事訴訟法の役割であり、いわば両者は車の両輪です。
　民事法の実体法は民法と商法（会社法）であり、手続法は民事訴訟法です。
⑷　一般法と特別法

　民事法の実体法は一つ多いですね。そう、商法（会社法）です。これは民法
の特別法にあたります。
　普通個人が何か物を買うといった場合は民法が適用されますが、それが会社
などの商人の場合にはまずは商法（会社法）が適用され、そこに規定がなけれ
ば一般法である民法に戻って、民法が適用されるのです（＝「特別法は一般法

を破る」）。民事法にはその他にも多くの特別法がありますが、刑事法において
も数多くの特別法があります。
　刑法は一般法なので、もし該当行為が特別法に該当する場合にはまずはその
特別法を適用し、そこに規定がない場合には刑法を適用します。つまり刑法を
知っていないと特別法も使えないわけです 2）。

２　刑法の制定・改正

⑴　刑法の制定

　刑法は犯罪と刑罰に関する法律です。
　どういう行為を犯罪と定め、それにどういう刑罰に科すかを定めた法律は数
多く存在しますが、中心は明治 40（1907）年に制定された「刑法」です。刑法

2）	 　満 20歳未満に適用され、実務で必須な少年法は、刑法と刑事訴訟法の特別法にあたります。
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典ともいいます。
　以後幾多の改正を重ねながらも基本は変わらず、１世紀を超えました。前述
のように刑法は刑事法の一般法なので、狭い意味での刑法、あるいは単に刑法
というときはこれを指し、本書でもこの例に倣

なら

います。
　約 250 年の鎖国を経て、日本は 1868 年の明治維新により、ようやく近代化
の緒につきました。時代はすでに欧米列強が世界各地の植民地化を進めており、
日本は自らが植民地にならないよう、かつまた列強に追いつき追い越せとばか
り、富国強兵を旗印に、近代的な法律の整備を始めました。刑法は当初フラン
スに倣って作ったのを（旧刑法）、後にドイツに倣って制定したのが現行刑法
です。なのでドイツ刑法との類似点が多いし、また難解な専門用語の多い理由
は翻訳語が多いことにもよります。
⑵　刑法の改正

　なにしろ古いので、抜本的に新しい刑法を作るという議論ももちろんあり、
昭和 48 年には改正刑法草案が出来たのですが、様々な反対論があって結局実
現せず、今日に至っています。
　ただ国や社会の変化に合わせて、様々な改正を重ねてきました（六法を見ると、

目次の前に国会で改正になった年がいくつも書かれています）。
　うち大きな改正としては、

①　「昭和 22年」――日本国憲法公布に伴う改正

②�　「平成７年」――全文を文語体から口語体に変え、カタカナ表記をひ

らがな表記としたうえ、用語も平易なものとした。

③�　「平成 16 年」――有期懲役刑の最高を 15年から 20 年に引き上げ、

殺人罪の下限を３年以上から５年以上に引き上げるなど、全体的に重罰

化が図られた。

　また平成 25 年、「自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する
法律」（以下「自動車運転処罰法」という。）の制定に伴い、危険運転致死傷罪・
自動車運転過失致死傷罪が刑法から削除されました。最近では令和４年、「懲役・
禁錮」を「拘禁刑」に単一化する改正がなされました（施行は令和７年予定）。
　改正になった場合、その条文の後にその年と（新設）（追加）といった記載を
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している六法は便利です。「の２」、「の３」といった条文はすべて改正により
新設されたことを示しています 3）。

３　刑法の構成

⑴ 刑法の構成

刑法の目次を見てください。どんな法律でも（本も同じです）目次を見れば、
構成が分かります。

第１編　総則（１条～ 72条）

第２編　罪（73条～ 264条）

　第１編が「刑法総論」で第２編が「刑法各論」です。大学などではこの２つ
を分けて講義をするのが普通ですが、両者は密接不可分の関係にあります。
　刑法総論は、どのような場合に犯罪が成立するか、という犯罪成立要件が中
心です。犯罪と認定されれば、国家が強制的な刑罰権をもって臨む以上、認定
は厳格でなければなりません。結論を先に言うと、犯罪とは「当該行為が各罪
の構成要件に該当し、違法で有責な行為であること」になります。
⑵ 刑 法 総 論

第１編は第１章から第 13 章で成り立っています。すなわち、通則（１章）、
刑（２章）、期間計算（３章）、刑の執行猶予（４章）、仮釈放（５章）、刑の時効
及び刑の消滅（６章）、犯罪の不成立及び刑の減免（７章）、未遂罪（８章）、併
合罪（９章）、累犯（10 章）、共犯（11 章）、酌量減軽（12 章）、加重減軽の方法（13

章）。
　うち、特に重要なのは、犯罪はどういう場合に成立するか（成立しないか）

という、７章の「犯罪の不成立及び刑の減免」、加えて未遂罪（８章）と共犯（11

章）です。とはいえ条文の数は少なく、どれも簡単に書かれているだけなので、
その解釈などを学ばなければ、実務では使えません。
　刑法総論は、刑法各論に規定される各罪に適用されるのはもちろん、広い意
味での刑法すべてに適用されます。刑法以外のどの法律にも、犯罪成立要件や

3）	 ちなみに横書きの場合、第 00条を§00と表記することがあり、§00Ⅰ①とあれば第 00条
１項１号ということです。
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